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「水俣病」問題を通して学ぶことの意味を考える 
５年生は例年であれば、「水俣に学ぶ肥後っ子教室」で実際に水俣に行き、学習を深め
るのですが、今年度はコロナ禍のため、実施ができませんでした。しかし、５年生はこれ
まで多くの資料等を使いながら学習を進めてきました。今回、その学習を更に深化充実さ
せるために梅田卓治先生（芦北町立大野小学校勤務、水俣・芦北公害研究サークル所属）
をお迎えして、講話をしていただきました。今回は昨年度学習した６年生も一緒にお話を
聞きました。梅田先生はご自分の生い立ちを語りながら、自分自身と「ふるさと」や「水
俣病」の関わりについて語っていただきました。そして、「水俣病」学習は何のためにす

るのか、誰のためにするのかを多くの患者さんとの関わりから学んだことをふまえわかり
やすく話ししていただきました。子どもたちも自分自身が一人の人間としてどんなことに
こだわり、

 

学校教育目標：夢を持ち、挑み続ける児童の育成～レジリエンス力の向上～ 

小中一貫教育の取り組み 
  西合志中学校区では小中一貫教育を推進していま
す。昨年度に引き続き、西合志中学校の漆島主幹教諭
（美術がご専門）にきていただき、図工の授業におい
て多くのアドバイス等をいただいています。今回は中
学生の作品を持ってきていただき、６年生の子どもた

ちも参考にしながら作品制作を行っていました。 

 

講師の梅田卓治先生 
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真剣に話を聞く５，６年生 

年 大玉ゴロゴロ 


